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研究背景 

オゾンガス 

オゾンマイクロバブル 

マイクロバブル（MB) 
粒子径数十μm程度の気泡 

高密度に分布（凝集性） 

殺菌・脱臭効果 

残留性がない 

凍結 

発生 

 オゾンマイクロ 

バブル含有氷 

特徴 

氷中に捕捉することでオゾンの分解を抑制 

⇒『オゾンの長期保持が可能 』 

オゾン水に比べて 

MB水 

MBによる「溶存＋気泡」の高気泡含有率の氷生成  

    ⇒ 『 高濃度オゾンMB含有氷が生成可能 』 

機能性氷 「冷却+殺菌」 
⇒鮮度保持に貢献 

オゾン氷 

オゾンに注目 

融解時に 
オゾン放出 

耐圧構造不要 ⇒ 『 システムの安価・小型化実現 』 

従来の装置（密閉加圧式）に比べて 

オゾンMB濃度測定実験 

鉄道による大量輸送が可能 

CO2の削減に貢献 

生成した氷中のオゾン濃度を測定 

実験装置 
実験条件 

氷中オゾンMB濃度 Cｔ 融解により放出したオゾンガス濃度 𝐂𝐭
′  Cｔ  と 𝐂𝐭

′ の関係 

0.5[ppm]以上で殺菌に効果的 実際の環境を想定 

時間に比例してオゾンガス濃度上昇 
徐冷は急冷の約6割 

保持温度が影響 

状態 Ct/C1[h][-] 

純水 －18[℃] e-0.021t 

界面活性剤1ppm －18[℃] e-0.013t 

界面活性剤1ppm －0.5[℃] e-0.018t 

オゾンガス 4[℃] e-0.035t 

減衰曲線  Ct/C1[h][-] 

・保持温度の低下 

・界面活性剤の添加 

オゾンの分解を抑制 

冷却面角度[°] 30 

冷却面温度[℃] -10 

製氷時間[min] 20 

保持温度[℃] -18，0.5 

水槽内オゾン濃度[℃] 12~18 
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殺菌に必要なオゾンガス濃度
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オゾンMB含有氷の連続生成システムに関する検討 

研究代表者 松本 浩二 研究員 

最適な厚さが存在 

研究背景 

オゾン 

殺菌・消臭効果あり 

酸素に分解⇒無害 

オゾン氷 

融解時にオゾン放出 

⇒生鮮食品の鮮度保持 

従来の製氷機 

・厚くなるにつれ熱抵抗増加⇒気泡含有率低下 

・氷と冷却面を離すため熱を加える必要がある 

・大量生産が困難 

薄い氷を作る必要あり 
 

 

金属ベルトを用いた連続製氷システム 

・一定厚さの氷を連続的に生成可能 

・回収に外力・熱を必要としない 

・製氷と回収が同時に行える 

・ベルト速度により氷の厚さを制御することが可能 

実験条件 

ブライン温度[℃] -10 

ベルト速度[mm/min] 6.28, 18.85, 62.83, 125.66 

インキュベーター内温度[℃]  1 

研究結果 

酸素でMB含有氷を生成 

マイクロバブル(MB)に着目 

恒温槽 

水位維持装置 

１℃ 

ローラー 

冷却板 

ベルト モーター 

回収容器 

氷 

インキュベーター 

実験装置 
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従来の装置による検討 

冷却面角度により気泡含有率が変化 

0° 大きな窪み発生 

90° 気泡を捕捉しにくい 

氷表面 

MBなし ０° 45° 断面 90° 
最適な角度が存在 

連続製氷システムによる検討 

ベルト速度により氷厚さが制御可能 

ベルト速度の増加により 

氷は薄く，接触熱抵抗低下 

製氷量が増加 

オゾンマイクロバブル含有氷の 

効率的に生成できる 


